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はじめに
　
秩父事件は、明治一七年晩秋の一一月一日、折からの不
況により生活に行き詰った秩父地方の農民たち数千人が武器を持ち、蜂起した事件である。　
参加人数の多さ、鎮台兵との銃撃戦をも行った戦闘の激
しさから、明治前期の民衆運動の中では特別な存在となっている。　
安丸良夫氏は秩父事件に対し、 「負債返弁騒擾 基本的
性格としながらも、指導者たちの死の決意、組織性と規律、 「乍
レ
恐天朝様へ敵対スルカラ加勢ヲシナケレバ切ル」
という決然 た反権力性、そこに生みだされるより普遍化された解放幻想、そ てそれらの全体からなりたっている運動全体の体系性にお て他の負債返弁騒擾とは異って
おり、その行動様式と意識形態には他に抜きんでた特徴があったのである。 」と評価している
（（
（
。
　
このような武装蜂起を行った秩父困民党を総理として率
いたのは大宮郷の田代栄助であった。しかし田代栄助は困民党の活動初期である蜂起前年の明治一六年 ら活動 参加していたのではない。秩父事件のおこる約二ヶ月前の明治一七年九月六日に困民党 指導者たちからの参加要請を受け、活動に参加していく。　
田代は参加を要請された際、農民の負債問題解決を目指
していた困民党の活動に対し、 「容易ナラザル事件ニシテ、何レモ生命ヲ捨テザルヲ得ザル事柄ニ付、熟考ス 方可ナラン」と慎重な姿勢を見せる。これに対し、田代への参加要請に赴いていた高岸善吉ら指導者 ちは、 「貧民ヲ救フガ為メ、素ヨリ一命ヲ抛テ企ツ モノナレバ 宜シク賛成
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アレ」 と重ねて田代に参加を求めた。これに対し田代は、 「諸君何レモ一命ヲ棄テ、万民ヲ救フノ精神ナレバ、速ニ尽力セン」と参加を決意する
（（
（
。
　
注目すべきは、このやりとりがあったのが蜂起直前の
一〇月ではなく、まだ負債問題解決が行き詰ってはいない九月初めという点である。この後困民党の運動は、警察署への陳情、高利貸への集団交渉を経て、その行き詰まりから武装蜂起へと展開していく。蜂起の際に 活動初期からの指導者の一人坂本宗作 「悟山道宗信士」と記した白木綿の鉢巻を着用し、決死の覚悟をあらわしている
（（
（
が、困民
党の指導者たちは、蜂起する以前の警察署への陳情、高利貸への集団交渉を行う前の段階から決死の覚悟で事にあたっていたのである。　
では、蜂起に参加した指導者以外の者たちもこのような
決死の覚悟はあったのであろうか。　
秩父事件四日目の一一月四日に石間村半納耕地にて困民
党と警官隊との戦闘があり、警官隊の隊長であった柱野警部補が斬殺された。この時最初に柱野警部補に斬りつけたのが石間村の農民の高岸団作であった。しかし高岸団作は、その後逮捕を恐れ、昼間は山に仕事に入り、夜になってから帰宅するという生活を、近隣の住民に精神に異常 きた
したと言われながらも一月ほどおくる。また、斬りつけた刀は血糊を拭き、自宅裏の岩陰に隠した
（（
（
。
　
この高岸団作の証拠湮滅、逃避行動からは、指導者たち
の決死の覚悟と同様の覚悟を見出すことは難しい　
では、武装蜂起をする際の他の参加者たちの心性はどの
ようなものであったのであろうか。秩父事件の指導者の分析は数多くなされている。しかし、指導者のみで蜂起を成功させることはできない。指導者がどのような状態の参加者に対し、どのように働きかけて蜂起にいたることができたのかを明らかにすることは、秩父事件の、そして民衆運動の実態を明らかにする上 重要である 考える。　
本稿で取り上げる秩父事件は、多く 参加者の訊問調書、
裁判記録が存在し、事件の中心的人物たちのみならず 参加した民衆の心性をもうかがい知 ことの出来る貴重な歴史的事例である。　
本稿では、これらの史料を分析し、そこから蜂起する際
の参加者の心性の変化を明らかにすることを目的としたい。　
そのためには、まず初めに蜂起以前の参加者たちの心性
と蜂起後の心性を比較することにより心性の変化を明らかにする必要があろう。まず初めに蜂起前日の一〇月三一日
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に移動を開始した一部の人々が逮捕された風布村の人々の動きを取り上げ、そこで明らかになった事柄と、一一月一日の武装蜂起以降参加者の心性について見ていき、時間的経過ととも 参加者の心性がどのように変化し くのかを明らかにしたい。
一
　
武力行使直前の参加者の心性
　
まず初めに、武力行使をする直前の参加者の心性を探っ
ていきたい。　
一〇月三一日、秩父の東南に位置する風布村に集結して
いた者たちの中の二〇名ほどが、同村の指導 である大野福次郎に率いられて、上日野沢村小前耕地で開かれる会議を傍聴するべく、午後三時ごろに出発した。　
しかし、移動の途中、皆野村と下田野村境界の荒川河畔、
通称オンダシ河原 差し掛かった時、一隊は警官隊と遭遇してしまう。この警官隊は 風布村に不審な動きがあるの通報を受けて大宮郷から急遽駆け付けた大宮郷警察署の者たちであった。この時、時刻は午後六時頃であり、日は暮れ、提灯が必要な暗さとなっていた。　
この時の状況を大宮郷警察署長斎藤勤吉は以下のよう
報告している。
無提燈ニシテ凡ソ半里許風布村ヘ向テ進行シ前路ヲ望見スレバ、暴徒凡ソ二十名白布ノ鉢巻襷ニテ、内七名ハ鳥銃ヲ携ヘ其他ハ帯剣或ハ長刀竹槍ヲ持チ山下ヨリ出テ来ル。之ヲ目前ニ支ヘ巡査ヲシテ囲マシメタリ。然ルニ彼ノ先陣ナル者問フニ、同盟ナルカ同盟ナルカト再三ニ及ベリ 勤吉曰ク、大宮郷ノ警官ナリト答フルニ、彼者少シク恐怖シ五七名遁走シ残ル十二名ニ対シ訊問スルニ答テ曰 、風布村ノ人民ナリ、今日野澤村ヨリノ喚徴ニ曰ク、若シ喚徴ニ肯ンセザレバ住宅ヲ焼キ家族ヲ殺害ストノ脅迫ニヨリ不得已シテ該村ニ赴クト云。然ラバ警官ノ説諭 基 ヤト問ヘバ、警官ノ保護ヲ請フト答ヘリ。然 上ハ各携帯セル兇器ヲ脱シ地上ニ置クベシ 言 バ速ニ之ヲ地上 投出ス。因テ該兇器ハ巡査ニ命ジテ悉ク収メシメ、彼徒ヲ皆野村戸長役場ヘ拘引シ、巡査三名外ニ人夫十五名ヲ雇ヒ警固シ戸 宅ニ謹慎セシム
（（
（
。
　
また、同じ場面を警察隊にいた坪山警部補は以下のよう
に報告する。
井戸村内荒川磧ニ於テ白鉢巻襷ニテ帯刀シ手 槍薙刀或ハ鳥銃火縄ニ火ヲ点ジ竹槍等ヲ提ゲ来ル者十六名会ス。因テ歩ヲ止メ巡査ヲシテ囲繞 姓名ヲ問フ。来
03_河本81.indd   43 14/03/11   19:43
Hosei University Repository
法政史学
　
第八十一号
四四
ル者曰ク中間乎若シ中間ニ非ラザレバ我レニ降レト言フ。答ヘ汝等予等ガ官ヲ知ラザルカ。予等ハ正衣佩剣即埼玉県警官ナリ。汝等ガ目下ノ擧アルヲ探知シ已ニ此処ニ至レリ。汝等如何ナレバ斯ル体装ヲ為シ兇器ヲ携ヘ何レ 行カントスト責問ス。来ル者曰ク我等ガ指揮ヲ受ル者ハ下日野澤村ニ在リ。今将サニ赴カントスルナリト。曰ク、今汝等ヲ説諭セン 人民ニシテ兇器ヲ携ヘ伍ヲ為シ夜中横 ナスハ世安ニ害アリ。其携ヘアル兇器ハ本職ニ交付スベシト再三利害ヲ説キ聞カセ漸クニシテ兇器ヲ領収シ、而シテ其十六名ノ者ヲ皆野村逆旅野口タツ宅ヘ引致ス。其途中ニ於テ四 ハ逃ゲ去リ
（（
（
。
　
斎藤署長と坪山警部補の報告には若干の相違はあるもの
の、共に一二名を皆野村に拘引したことが語られている。　
また、困民党側は警官と遭遇した際に「同盟カ同盟カ」 、
または「中間乎」と呼びかけ、仲間かどうか確認しようとしている点から、遭遇直後には、遭遇したのが警官隊だとは認識していなかったこ がわ る。　
この時、実は困民党側は武装面では優位に立っていた。
「鳥銃火縄ニ火ヲ点ジ」というように火縄に点火していた銃を持つ困民党側に対して、警官隊はサーベルのみの携行
であった。　
しかし警官隊の説諭に対し、困民党側は武器を「地上ニ
投出ス」ように捨て皆野へ連行される。ただし、齋藤署長の報告では、取り囲み説諭している際に五名から七名が逃げ出し、坪山警部補の報告では、引致の途中で四名が逃亡したとしている。どの時点で逃亡者が出た かについては食い違いがあるものの ここから読み取ることができるのは、警官隊は困民党参加者を拘束することに成功はしたが、それ あくまで説諭に成功した であり、困民党参加者は説諭に従わずに逃亡することも可能であったという事である。もし困民党参加者の抵抗する意思が強ければ、手持ちの武器を使用し、全員で抵抗することも可能 った。そのような事態となったのなら、警官隊が困民党参加者を拘束することは難しかったであろう。　
しかし、実際にはオンダシ河原では一二名の者が拘束連
行された。この拘束連行された一隊の行動からは、警官隊との戦闘を避けよう いう意思を読み取ること できる。少なくともこの一隊の人々には、携行した武器 、自分たちの行動を阻害する警官隊と戦い排除するという意思を見出すことはできない。　
一方、風布村では、オンダシ河原から逃げてきた者から
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の報告を受け、風布村に残留していた人々が、警官隊の急襲を受けないために午後八時頃に急遽出発することとなった。 「姓名知ラザル正雄木島善一郎大野苗吉ノ三名」に率いられた約「百三十四名」は「風布村琴平神社ヲ出発シ 、警官隊との遭遇を回避するよう迂回経路で移動を開始した。まず警官隊がいる皆野村とは逆方向へ向かい、 「金尾ノ渡航」で荒川を渡り、さらに「矢那瀬村野上下郷出牛峠ヲ越エ」 「児玉ヨリ新道」に出て、 「二丁程行キ右折シテ金沢村阿熊石間村杯ヲ経テ下吉田村」 無事到着した
（（
（
。
　
人々は、一三四名という警官隊を圧倒できる人数である
にもかかわらず、警官隊との接触を避ける移動経路を選択した。この行動も蜂起前での警官隊との接触を避けるためであると考えられる。　
では次に、オンダシ河原での被逮捕者の訊問調書の中の、
武器携行について説明している部分から、彼らの心性探ってみたい。訊問調書が残っている被逮捕者は以 九名である。①答
　
同村石田造酒八ガ、各自ノ借金ヲ無済ニスル為メ日野澤村ヘ多人数武器ヲ携ヘ集合スルニ付自分ニモ出ヨト申シ、煽動ニ応ジ鉄砲等ヲ携ヘ押シ出シタリ。
問
　
目的ハ如何。
答
　
戸長役場及ビ金貸シ方ヘ多人数ニテ兇器ヲ携ヘ押寄セ公證割印簿或ハ證書等ヲ焼棄ル目的ナリ
（（
（
。
②問
　
何等ノ為メ脇差ヲ携ヘ押出セシヤ。
答
　
秩父郡風布村大野福次郎ヨリ、借金ヲ年賦 スル為メ日野澤村ヘ武器ヲ携ヘ多人数集合スベキニ付可罷出ト申聞ケタル煽動ニ応ジ脇差ヲ携ヘ押出シタリ。
問
　
目的ハ如何。
答
　
戸長役場又ハ金貸方ヘ多人数兇器ヲ携ヘ押寄セ公證割印簿ヲ焼キ捨テ、金貸方 證書 強談ニテ取戻シ無済ニスルノ目的ナリ
（（
（
。
③答
　
同村大野福次郎、借金ヲ無済ニスル為メ鉄砲及ビ脇差ヲ携ヘ押出セト申聞ケニ応ジ携ヘ押シ出シタリ。
問
　
目的ハ如何。
答
　
戸長役場及ビ金貸方ヘ多人数兇器ヲ携エ乱入シ、公証割印簿或 証書等ヲ焼棄借金ヲ無済ニスル目的ナリ
（（1
（
。
④答
　
同村花輪治左エ門ノ曰ク、同郡風布村大野福次郎ガ借金党ノ巨魁トナリ、竹鎗脇差ヲ携ヘ出ズバ私共家宅ヲ焼キ払ウト申ス由ニ付、出ズバナルマイト申聞ケニ応ジ携ヘ押出シタリ。
問
　
借金党ノ兇器ヲ以テ集合スルハ如何ノ目的ナリシ
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ヤ。
答
　
多人衆集合シ戸長役場ノ公証奥印簿及ビ金貸方ノ証書ヲ焼棄ル目的デアリマシタ
（（
（
。
⑤問
　
汝ハ何ノ目的ニテ脇差及ビ竹鎗ヲ携ヘ押出セシヤ。
答
　
同郡風布村大野福次郎巨魁トナリ戸長役場等ヘ兇器ヲ携ヘ乱入スルトノ風聞アルコ ヲ金尾村花輪治左エ門ノ曰ク、右エ与セザレバ焼払ハルベキ旨ニ付、難渋スル其トキハ竹鎗等ヲ携ヘ押出ス筈 シ故押出シタリ。
問
　
巨魁タル風布村大野福次郎ハ何等 為メ戸長役場等ヘ兇器ヲ携ヘ乱入スルコトナリシヤ。
答
　
各自ノ借金 年賦ニナ コ ニスルトテ暴挙ヲ企テラル由風聞セリ
（（1
（
。
⑥答
　
同郡日野澤村竹内作五郎ト申者私方ヘ来 、高利貸方ヘ云ヒ延スル為メ兇器ヲ携ヘテ日野澤村ニ多人数集合可致可罷出ト申 、加勢致サザレバ家宅ヲ焼払フト申セシ故脇差ヲ携 押出シ リ。
問
　
目的ハ如何。
答
　
高利貸方ヘ兇器ヲ携ヘ多人数乱入スルノ目的ノ加勢ナリ
（（1
（
。
⑦問
　
汝ハ何ノ目的ニテ脇差及ビ竹鎗ヲ携ヘ押出セ ヤ。
答
　
同村花輪治左エ門ヨリ自由党ト貧民党ガ同郡日野沢村山中ヘタテ籠ニ付、刀及ビ竹鎗ヲ携ヘ集合セザレバ焼払ラルル旨申勧メニ依リ刀及ビ 押出シタリ。
問
　
自由党及ビ借金党ニ集合スル主趣ノケ条ヲ申立ヨ。
答
　
自由党ハ学校ヲ廃シ又租税ヲ減ズルニハ多人数暴挙シ県庁郡役所及ビ警察署ヲ打毀スノ目的 テ、借金党ハ戸長役場ノ公証簿及ビ金貸方ノ証書ヲ焼棄 無済ニスル目的ナリ
（（1
（
。
⑧答
　
同村大野福松ガ先立チニテ凢ソ十三四人武器ヲ携ヘ私方ヘ参リ、鉄砲等ヲ携ヘ可罷出旨申聞、出ザレバ焼払フノ切ノト申ス故兇器ヲ携ヘ押出シタリ。
問
　
目的ハ如何。
答
　
租税及ビ学校費ヲ減ジ貰ヒ候為メ日野澤村ヘ多人数集合兇器ヲ携ヘ何レヘカ乱入 ル目的ナリ
（（1
（
。
⑨問
　
汝ハ何ノ目的ニテ鉄砲 携行セシヤ。
答
　
早附木売ノ者ガ同郡日野沢村ヘ出ナイト焼払ト云ヒ触スニ依リ出デタ
（（1
（
。
　
以上の九名のうち、 「出ないと焼き払う」という脅迫を
伴った狩り出しを受けたと証言している者が六名いる。一方、脅迫について触れていない①②③の三名も武器を携え
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て参加しろとの狩り出しを受けたと証言している。これは参加強制が行われた事実を示している。それと同時に、参加者がその事実を利用し、自らは強制されて参加したのだという点を訊問の際に強調 保身を かっているため、高い割合で脅迫 伴った狩り出しの証言があったと考えられる。　
また、①から⑦までの七名が、行動の目的を借金の年賦、
借金の無済であるとしている。さら そ 実現のために、戸長役場の公証割印簿や高利貸 もとにある証書を焼棄する目的も持っていたと証言　
一方、⑦では、貧民党、借金党と自由党が区別されて証
言されており、自由党の目的は、租税および学校費を減じさせることであったと証言されている。租税、学校費の減額については⑧でも語られている。　
ここに提示した訊問調書からうかがえる参加者の意識・
認識は、以下の「困民党盟約」 合致する部分が多い。　
この「困民党盟約」は、オンダシ河原で逮捕されていた
一隊の中の田島竜介が所持し 後に警察に発見押収されたも である。同様 ものを埼玉県警察本署詰の巡査が内通によって一〇月二七日に入手しており、蜂起以前に各村の指導者に示されていたと考えら る。
　
困民党盟約
記
第一条
　
困民窮人ヲ救ハント号シ本月二十八日頃人民ヲ群集為致候事
第二条
　
金貸ヘ掛合示談不及時ハ合薬ヲ以而打破リ主タル者ヲ殺害致候事
第三条
　
村々戸長役場ヘ乱入シ奥印帳簿并ニ諸書消滅為致候事
第四条
　
該件張本人タル者捕縛相成勾留之節者合薬破裂ヲ以テ警察ヲ破潰致シ破監之上勾留人ヲ救出ス事
第五条
　
国税ヲ除クノ外諸税并学校願潰シ強訴之事
右之条々ヲ胸ニ取極メ候ニ付当時合薬製造中之処ニ有之候間此段御報知申上候
　
尤時宜ニ依リ少々之廉ハ変替モ
有之間敷ニモ不定候間至急御手配有之度候也
（（1
（
　
オンダシ河原で拘束された参加者の証言では、押出しの
目的として、金貸、戸長役場の公証割印簿、証書等の焼棄による借金の無済の実現、そして租税、学校費の減額の実現が語られていた。　
これは、困民党盟約の第二条、第三条、第五条に合致し
ており、困民党盟約が一般参加者の組織化の際にも語られ
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ていたことを示している。また、⑦の証言の中に警察署を打ち壊すという目的が語られているが、これは困民党盟約の第四条の内容と合致する。こ らの目的を持った集団に参加する者が多数に及んだことは、この目的が多数の者の支持を受けていたこ を示している。　
しかし一方で、一〇月三一日夕刻の時点では、オンダシ
河原で拘束された者たち 行動を見ると、参加者、随行者は公権力との対決を、明確には意識していなかった とがうかがえる。火縄に火 付けているにもかかわらず警官隊への攻撃をしなかった点、そして多くの者が帯刀 たにもかかわらず、強く抵抗もせずに連行された点にそれがあらわれている。さらに、⑦の証言の中で、警察、県当局を攻撃対象とする自由党と、借金 年賦、無済を目的 して行動する貧民党、借金党とが区別して語られ いる点も、警察や県当局との対決を明確 は意図していな ことがあらわれている。困民党盟約で語 れている警察攻撃の前提で る借金問題解決のために働く者の逮捕はいまだないのである。　
次に風布村を発ち、警官がいる場所を迂回して下吉田へ
向かった一隊の参加者が語った武器携行 説明についても見てみたい。
　
金尾村から参加した新井勘七は、訊問の中で参加目的を
問われ、 「村内新井谷五郎ヨリ借金ヲ四ヵ年ニ延シ十ヵ年賦ニ掛合ヒ債主承諾セザルトキノ威ノ為メニ竹鎗其他ヲ携ヘルトノコトハ承リ申サズ候」と答え、債主との借金年賦の掛合いが不調の時に、相手を威圧するために竹槍等を持つことは聞いていないとしている
（（1
（
。
　
これは訊問者からの、債主を威圧する目的で竹槍を持参
したのであろうと う いに対する返答である 考 られるが、はたしてこれは事実であろうか。他の者の訊問調書をさらに探ってみたい。　
同じ金尾村から参加した新井三四郎は、前出の新井谷五
郎から「今度日賦貸シ又ハ高利貸ノ者共ヘ延期申入レ、若シ承知セズンバ火ヲ放チ焼払フ積リナレバ、村内ノモノニ風布村ノ金毘羅山ヘ出向様」に言わ たと証言している
（（1
（
。
　
また、この新井三四郎は、携行した竹槍について携行の
目的を訊問され、 「日賦貸ヤ高利貸ドモガ逃ゲ出タサイ突殺ス可シト云ハレタルニ付所持」 と答えて る。　
さらに、新井谷五郎と共に、竹槍を携えて風布村の金毘
羅山に赴いた谷五郎の友人の桑原定八は、訊問において竹槍を携行した理由を問われ、 「官ヨリ手配モアラバ竹鎗ヲ以テ手向スル積リ
（11
（
」であったと答えている。これは、自分
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たちの行動を阻止しようとされる時には抵抗するということであろう。　
新井谷五郎が高利貸への威圧のために竹槍を持参しろと
指示し、同じ村から参加した別の者にはそのような威圧はしないという正反対 説明 と考えるのは難しい。同じ一隊内であれば多少の指示の不統一はあったとしても、携行物、そしてその目的が正反対の説明でなされることはないと考えるのが自然であろう。持 した槍をいざ いう時には公権力に向ける心積もりの者も存在する集団内において、竹槍を示威行為にすら用いないという は理解し難い。多くの者が竹槍を手に る様子はそれだけで示威行為であろう。　
さらに一〇月三一日より参加した風布村の宮下牧蔵の証
言に「三分ノ二ハ三十一日ヨリ出デ、三分ノ一ハ二日迠出ズニ居リタリ。此者 先ヅ借金ノナキ者ナルガ、二度目ノ催促ニテ二日ニハ残ラズ出タリ
（1
（
」とあるように、一〇月
三一日の時点の風布村からの参加 の多くが高利貸か 借金をした者たちであった こ 下吉田に向かった者たちは一一月一日の蜂起に参加することができた たちでもある。彼らが語った「官ヨリ手配モアラバ竹鎗ヲ以テ手向スル積リ」という証言からは、蜂起当初の主目的は負債問題
解決であり、その目的遂行のためには、公権力が阻止しようとするならば 暴力にも訴えるという覚悟を読み取ることができる。しかし、 人々は無用の対決は望んではいなかった。だからこそオンダシ河原にいるであろう警官隊を迂回して下吉田へ向かったのであろう。　
以上、事件直前に拘束された者と事件に参加できた者を
比較してき が、　
①警官との対決を避けようと行動している点、②参加目的については、双方とも負債問題解決に関する
理由が語られている点
の二点について、共通点を見出すこ ができる。　
以上のことから、蜂起前 時点での参加者たちは公権力
との対決といった決死の覚悟が必要な状況が迫っているとの認識を強く持つ は たっていないと考えられる。　
さて、オンダシ河原で逮捕された一隊が傍聴する予定で
あった小前耕地での会議において、総理田代栄助 会計長井上伝蔵、群馬の組織者小柏常次郎が蜂起の延期を主張していた。しかしその主張は通らなかった。なぜなら、副総理の加藤織平が「 民等債主ノ厳促ヲ受ケ、多クハ家ニ帰ラザルノ状態」となっており、 「今ニ至テ延期セバ、我党ヲ引キ独立以テ挙行セン
（11
（
」と反論したためである。そして、
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予定通りの一一月一日に決行することとなる。ここから困民党の指導者たちは、 「債主ノ厳促」を受け家に帰れない者が多数いるという状態は、農民たちの耐えることのできる限界を超えた状態であったと認識していた事がわかる。田代栄助や井上伝蔵らもそのように認識していたからこそ加藤への有効な反論ができなか のであろう。　
ただし、田代栄助は兵を挙げれば警察、憲兵、鎮台兵の
攻撃を受けるのは必至であると認識もしていた
（11
（
。この後田
代の予想通りに事態は展開して く。　
では、家に帰ることができない者も多かったという参加
者たちは、どの時点で、どのような心性の変遷を経 公権力との対決に臨んだのであろうか。
二
　
武力行使をする瞬間の心性の変化
　
１、永保社襲撃
　
小前耕地での会議後に、新井周三郎に率いられた三〇名
ほどの一隊が午後一一時三〇分ごろ金崎村の高利貸の永保社を襲撃した。　
ここに、風布村から警官隊を迂回しつつ移動してきた大
野苗吉らの指揮する一隊が合流する。この時の様子を風布村からの一隊にいた金子艶吉 以下のように証言してい
る。
最早百人之余モ永宝
（ママ
（社ニ集会、既ニ家屋等破壊ニ着手
セリ。直ニ自分モ雨戸等ヲ破リ夫々苗吉ノ指揮ニ従ヒ居候処、其内家内ノ捜索ニ掛リ諸帳面其他証書ヲ取出シ焼燬セヨト苗吉高岸善吉柳原正雄等ガ頻ト帳面証書等ヲ焼捨ヨト抜刀ヲ携ヘ奔走致シ、其指揮ニ応ゼザルモノハ斬ニ処ス 大声 発スルヤ否傍観セシモノ等モ其勢ニ恐レ自分始メ弐拾人程帳面其他書類運搬ニ従事罷在候処、早ク該帳面等ニ火 掛ケヨト自分ニ指揮セシモノハ大野苗吉ナリ。高岸柳原モ同様発声シ自分初メ外七八名ニテ火ヲ掛ケ シタリ
（11
（
。
　
この証言の中で、帳面に火をかけたとあるが、実際には
大野苗吉が所持していた摺付木を使い金子艶吉自身が藁に火を点け、この火の中に帳面を投げ入れていたと、後日の訊問で証言し直す
（11
（
。
　
ここでは、たまたま通りかかったという大野苗吉が火を
つける道具である摺付木を持参 おり、これ 用して永保社の証書等を焼燬 ている。ではなぜ大野苗吉は摺付木を所持していたの あろうか。これは、蜂起の最初から高利貸の 有す 証書等 焼燬する目的で携行していたと見るのが妥当であろう。
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また、金子艶吉の父には永保社に八〇円の負債があった。
このように親族、もしくは本人が永保社に負債を有する者が、風布の一隊には存在 ていた。オンダシ河原で拘引された大野福次郎が所持しており押収された書類の中に、永保社からの借用金名簿があるが、これには一四名の風布村の者の名前 連ねられている
（11
（
。
　
しかし、永保社に負債を有する者たちにとって、永保社
からの負債帳消しの千載一遇 好機で にもかかわらず、彼らは、最初は積極的には行動していない。証書等の書類焼燬の際に 高岸善吉 が、刀を振りかざし、 「応ゼザルモノハ斬ニ処スト大声ヲ発」し書類を火へ入れるように促しているのである。　
こうした状況からわかることは、参加者の中には傍観し
ている者も少なからずおり、参加者が証書等の焼燬へためらいを示していたと うことである。　
秩父事件のいたる場面で、 「家を焼く」等の 強制を
はじめとする行動強制はあった。こ 永保社襲撃の際には行動強制の言葉のみならず、抜刀という威圧を え、大声を発しなくてはならない状況が存在して た。三一日から参加した風布の者たちは 「主ニ高利ヲ借リテ居ル者
（11
（
」 であっ
たにもかかわらずた る。これが、蜂起に
参加する多くの者の実態であろう。　
また、幹部が抜刀して「斬ニ処ス」と大声で焼燬を捉し
ている行動からは、幹部の側にも、狩り出しを受けた者はすぐには積極的に違法行為、後に罰則を受ける行為を進んでは行わないであろうという認識が存在していたと考えるべき あろう。　
さて、永保社の襲撃後、さらに金崎村連合戸長山田懿太
郎宅、字国神の高利貸平嘉平宅が襲撃された。　
平嘉平宅襲撃では、
家族ヲ脅カシ同人ノ倅某ヲ生擒シ、本日午前十二時迄ニ金千円 本野上分署ニ持来ルベシ。否ラザレバ倅某ノ首足ヲ殊ニシ返サント言ヒ遺シ去レリ。
というような、息子を人質にとり、その生命を取引条件として金を要求する事態となっていた。　
ここで注目すべきなのは、金の持参場所に警察署を指定
している事実である。　
この大胆な要求からわかることは、少なくとも困民党指
導者たちは永保社襲撃時から警察との正面対決を想定しおり、昼までには警察勢力を圧倒できると予測していたことである。　
この事態に対し警官隊は、以下の対応を取る。
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下日野澤村ニ至リ探偵セント、吉峰斎藤及〔坪山〕需ノ三名ニテ巡査二十三名ヲ合シテ一隊トナシ金崎村ヲ発ス。時ニ午前七時ナリ。是ヨリ賊ノ走路ヲ追躡シ下日野澤村地内 於テ前キニ生擒セラレタル平某ノ倅某ニ逢ヒ賊ノ状態ヲ問フニ、其徒四五十名ニシテ上日野澤村ヨリ阿熊 ヲ指シテ行ケリ
（11
（
。
　
高利貸襲撃者らの移動先の情報を逃げ出してきた平嘉平
の息子から得て、彼らを追跡し阿熊村に向かった。そこで警官隊は困民党との戦闘を開始することとなる。　
２、警察隊との交戦以後の秩父事件参加者の心性
　
阿熊村での戦闘開始までについて、警官隊の一員であっ
た大宮郷警察署の坪山需警部補の報告書より見ていきたい。
阿熊村ニ至リタルモ偵知ノ端緒ヲ得ズ。而シテ天王嶺ノ北ニ当リ竹螺ヲ吹ク声アリ。是必ズ賊集合ノ相図ナラント思量シ同村彦久保ニ至ルトキ、病人体ノ者登リ来ルニ由リ、登坂中誰人ニカ逢ハザリシヤ、ト尋ヌルニ答テ曰ク、七八十人有リ、是皆異装ヲ為 白鉢巻帯刀銃槍ヲ携ヘ云云ト。又行クコト一二町ニシテ賊ノ背影ヲ見ル。此時午前十一時ナリ。而シテ我一行 先駆
追馳シテ捕ヘントセシトキ、賊ハ我進行スル渓路ノ左右ノ山ニ登リ頻ニ発砲セリ
（11
（
　
警官隊が、永保社を襲撃した一隊と思われる者たちの姿
を阿熊村にて捉え、これを捕らえようとすると、彼らは左右の山に逃げ登り発砲してきたというのである。　
この発砲した者たちの心性を探りたいが、訊問や裁判の
史料に発砲者の陳述内容を見出すことはできない。刑罰が重くなる出来事であるため、誰も証言しなかった ろう。　
また、警察においても、坪井需警部補の報告にもかかわ
らず、発砲者の証拠や 目星すらつかめなかったようである。阿熊村での発砲を追求した訊問調書 数えるほどであり、それらもみな発砲者の特定には至っていない。　
さて、オンダシ河原での捕縛の時と同様に、発砲された
この時点でも警官隊は銃器は所持していなかっ 。そのため、 「抜刀切込ノ号令ヲ シ山中ニ切込マネ」をし 上で、急遽退却をした。 「一里余其間銃丸ノ中ヲ駆ケ走リ刀槍ノ背後ニ迫ル」なか、警官隊は何とか下吉田村の清泉寺に逃げ込むことに成功する この後 清泉寺が包囲されるものの、警官隊は何とかそこから逃げ出すことに 成功 た
（11
（
。
　
当初より警察などの公権力との対決を強く認識はしてい
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なかった参加強制を受けて参加していった者たちは、この事態によ てどのような心性の変化を生じたのであろうか。　
残念ながら、前述のように、この戦闘で発砲した者の証
言を訊問調書の中に見出すことはできない。　
しかし、この戦闘で警官隊を追い詰めた経験をした後に、
参加者の心性が徐々に変化し いくことが訊問調書から見て取れる。　
阿熊村にての警官隊との戦闘には参加しなかったもの
の、その後の小鹿野警察署、大宮郷警察署襲撃には参加した木村又吉の訊問調書を見てみよう。
問
　
汝ハ本月一日阿久間村ニ於テ埼玉県警部巡査ヲ砲撃セシ仲間ナラン。其故種々申詐リニハアラズ哉。
答
　
決テ警部巡査ヲ砲撃セシ内ニハ無之。然シ後チニ其仲間ニ入リタレバ其仲間ト申サルルモ致方ナシ。
問
　
大宮郷ノ警察署ヘ向ヒ発砲シタルナラン、如何。
答
　
打込ミタル段恐入候。
　　
（略）
答
　
小鹿野警察署モ打毀シタル故大宮郷警察モ共ニ打毀ス可シトノ説アルニ付、自分ハ二階ニ燈火アル 定メテ官吏ガ居ルコトト思ヒ一発打込ミタリ。
　　
（略）
　　
大宮郷警察署ニ打込ミタル発砲ハ二発ニテ二階ニ官吏ガ居ルモノト思料シ打込タリ。
問
　
然ラバ燈火ノアル二階トハ何ナ ヤ
答
　
ソレハ小鹿野警察署ノコトナリ。
問
　
矢張二発打込タルヤ。
答
　
壱発打込タル義ニ相違ナシ。
問
　
孰レモ汝ガ意見ニテ打込タルヤ 又指揮官ノ命ニ依リ発砲セシヤ。
答
　
自分ガ一己ノ意見ニテ打込タリ。
問
　
官吏ヲ殺ス積リニテ発砲セシヤ。
答
　
恐入候
（1
（
。
　
木村又吉は、阿熊村での発砲は否定したものの、小鹿野
警察署、大宮郷警察署打毀しの際に官吏を殺すつもりで自分の判断で発砲したと認めている。暴力による公権力との対決を避けていた蜂起前の意識から大きく異なってきていることが見て取れる。　
また、一一月四日に参加強制を受け金崎村より参加した
山田嘉之吉は訊問 中で、参加 きの心境を聞かれ、「初メハ脅迫セラレテ無拠加ハリタレドモ、暴徒ノ勢益熾ナルヲ見テ遂ニ暴徒ニ加勢スル気ニナリテ、八幡山近キ所
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第八十一号
五四
ニ押出シタル義ニ有之候
（11
（
」と答えている。
　
このように、蜂起成功を見て、次第に積極的に参加して
いった者は多い。裁判資料から判明する一日の時点での参加者は一〇一二名である。これは事前から組織し、動員した人数といえる。これに対し警官隊撃退後の二日から参加した者は一日の参加者よりも多い一二七六名を数える。　
一方、 阿熊村、 日野澤村とは別のもう一つの集結地であっ
た石間村に集まって た人々がいた。彼らは「阿熊村田代栄助ノ出先ヨリ飛脚ガ来リ。其 ノ申スニハ、只今ト下吉田村ヘ巡査ガ三四十名襲ヒ来タルカラ早ク其用意ヲスベシ。 」との阿熊村への警官隊の進入の知らせと救援の要請を受けた
（11
（
。ところが、集まった人々に動揺が走り、 「一
時狼狽」した状態となって まう。そのため高岸善吉が、「 「サー」押シ行クゾ」と声をかけ、それをきっかけに「下吉田椋ノ宮」に繰り出している
（11
（
。
　
いまだ、阿熊村での警官隊との対決の勝利は確信されて
おらず、 そのため参加者が 「狼狽」 の色を見せた であろう。　
だからこそ、指導者たちによる叱咤激励が必要であった。
　
また、一日に清泉寺、さらには下吉田村戸長役場におい
て困民党と戦闘を行い、困民党の包囲網を突破した警官隊の中で、一人逃げ遅れ困民党に囚われた巡査がい 。その
青木巡査を捕える際にも、参加者の行動に躊躇が見られる。その様子を、 青木巡査 投石し、 命中させ巡査を捕えるきっかけを作った宮下茂十郎の裁判言渡書から見てみたい。
翌十一月一日下吉田村椋神社ニ繰込ミタル時、恰モ暴徒等ハ警官ヲ太田村ノ方ヘ追撃中ナルヲ以テ、直チニ東市重ニ従ヒ数名ト共ニ広瀬川ノ畔ニ到リ、埼玉県巡査青木與市ガ逃ゲ後レ、路傍ノ畑中ニ佇立シ居ルヲ認メ之レニ薄リタルニ、與市大ニ怒リ帯剣ヲ抜翳 、吾レニ抗スル者ハ政府ノ威力ニ依リ能ク之ヲ誅セン、ト大声ニテ叱咤セラレ、衆逡巡シテ進ミ得ザル際、被告ハ衆ヲ励マシ石塊ヲ採 與市ヲ目掛ケ之ヲ抛チ其ノ前額ニ命中シ、為 ニ同人 其ノ場 転倒シタルヨ 、他ノ暴徒ハ ニ勢力ヲ得遂ニ進ンデ擒ニスルニ至リ
（11
（
。
　
巡査が抜刀し、大声で「吾レニ抗スル者ハ政府ノ威力ニ
依リ能ク之ヲ誅セン」と威嚇すると、この逃げ遅れた巡査を取り囲む参加者は、圧倒的に数に勝っていながらも、逡巡して前進できなくなってしまった。政府を相手とすることへの不安、恐怖が現実的になる 行動を躊躇してしまうのが多くの参加者の実態であろう。　
また、一日の時点での狩り出しの際に、参加を促す者の
中に、警官隊と 対決に勝利したことを示すいで ちをし
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た者があらわれる。訊問調書から見てみたい。
昼頃ニテ暴徒モ追々下吉田村ニ向ヒ出発スルニ付、自分ハ 飯ヲナシ五六人ニテ下吉田村ニ参ラント上吉田村ト下吉田村トノ傍示杭ノ処ニ至ルト、嚮フヨリ正雄ガ二三人ヲ連レ巡査 帽ヲ被リ剣ヲ提ゲテ来ルニ逢ヘリ。正雄申スニ本日下吉田村ニ於テ警部巡査ト戦 或ハ生捕リ或ハ斬殺シタルニ付最早恐ルヽ 足ラズ。斯ノ通リトテ其剣ト帽子トヲ指シテ申シタ
（11
（
。
　
この中の「正雄」とは、風布村から日野澤村へ向かった
一三四名を率いていた者の一人の柳原正雄のことである。また、この柳原正雄は永保社襲撃の際に抜刀し、 「応ゼザルモノハ斬ニ処ス」と大声で威嚇をしていた指導者たちのうちの一人でもある。この柳原正雄 行動に関する証言をもう一つ見てみたい。
　
同日午後三時頃、下吉田村裏ニ於テ警察官吏ト戦争
ヲナシ、味方モ一人死亡セシ趣ニテ上吉田村柳原政雄外姓名不知者五人何レモ抜刀ヲ携へ、内政男ハ血塗レノ刀ヲ携ヘ当村戸長新井晋八郎方ニ来リ 腰兵粮ニテ人夫ヲ至急可差出。否マバ速ニ切殺スト申シタル
（11
（
。
　
警官から奪った帽子とサーベルの誇示、また血塗りの刀
を持って、参加者を出さなければ切り殺すと参加強制をす
る。このような強力な参加強制が一日の警官隊との戦闘直後に行われていた。　
さらに、この後、警官隊の撤退、秩父郡内の困民党によ
る制圧を見 と、参加者の中にはさらなる変化があらわれる。　
一一月二日になると、 「只天朝様ヘ敵対スルカラ鉄砲ヲ
持チ大宮ノ方ヘ出ロ
（11
（
」という過激な呼びかけでも住民が参
加するようにな 。この参加者は「焼クトモ斬ルトモ申シタルニハアラズ」とも述べてもおり、脅迫を伴った参加強制の存在を否定してい 。違法な暴力行使を示唆する呼びかけであっても参加を可能にできるようになっていたのである。　
さて、阿熊村で警官隊に発砲した者の心性を史料から明
らかにすることはできないが、警官隊との対決の勝利が認識されるまでは、参加者たちには 武力衝突へのためらいが見られることを確認して た。　
その心性を予測、理解していたからこそ、一一月一日の
狩り出しの際には、警官隊との対決に勝利したことを誇示するいでたち、参加強制の呼びかけが必要であった。　
ただし、いったん勝利を認識すると、新 に積極的に蜂
起へ参加し、行動する民衆があらわれる。
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第八十一号
五六
　
以上が一日以降の事件参加者の心性の移り変わりといえ
よう。
まとめ
　
秩父事件では、多くの警察署、役所、高利貸業者が襲撃
をうけたが、襲撃に踏み切る際の参加者の心性は、全ての者が襲撃に積極的なのではなく、躊躇しつつ参加していく者も多かった。運動の指導者たちが 取り得る負債解決の対策を取りつくし、あとは武装蜂起するしかないと決断し、決死の覚悟 互いに確認し蜂起に臨んだ状況においても、参加者の中には、実際 公権力との対決 起こるまでや、大声や抜刀 きらめかせての脅迫を伴っ 行動強制がないと積極的には対決行動 とろうと ない者が少ならず存在していた。実際に武力対決 及んだ時には、 「殴殺セ々々ト連呼シテ巡査ヲ追掛ケ
（11
（
」る者のように積極的に
参加した者が存在したが その一方では最初は躊躇 つつ行動を起こし、勝利を確信すると積極的に蜂起 参加していく者も多かったのである。
註（
（）		
安丸良夫「民衆運動における「近代」 」 、 『民衆運動』日本
近代思想大系二一（岩波書店、一九八九年）四九一頁。
（
（）		 「田代栄助訊問調書」 、井上幸治・色川大吉・山田昭次編
『秩父事件史料集成』 （二玄社、一九八四年）第一巻、三四頁。以下、出典として同書を記す場合には、巻数と頁数のみを記し、例えば、第一巻の三四頁の 一―三四と略記することとする。なお、本稿において史料を引用する場合には、 旧漢字を現在の漢字に改め、 適宜句読点を付し、異体字は正字に改めた。
（
（）		 「坂本宗作裁判言渡書」二―三六五。
（
（）		 「高岸団作訊問調書」二―二三六～二四一。
（
（）		 「大宮郷警察署長斎藤勤吉経歴書」四―三五四。
（
（）		 「大宮郷警察署在勤警部補坪山需経歴書」四―四一九。
（
（）		 「宮下沢五郎訊問調書」一―三九四～三九五。
（
（）		 「坂本宇太郎訊問調書」一―三六〇。
（
（）		 「大森孫次郎訊問調書」二―九 二。
（
（0）		 「中川彦七訊問調書」一―三七八～ 七九
（
（（）		 「新井谷五郎訊問調書」一―二八七。
（
（（）		 「田島春吉訊問調書」一―三 三。
（
（（）		 「田島竜介訊問調書」一―三七 。
（
（（）		 「新井福太郎訊問調書」一―二九〇。
（
（（）		 「坂本栄作訊問調書」一―三六二。
（
（（）		 「浅見常吉訊問調書」一―二六九。
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（
（（）		
一―三四九。
（
（（）		 「新井勘七訊問調書」一―二七四。
（
（（）		 「新井三四郎訊問調書」一―二七八。
（
（0）		 「桑原定八訊問調書」一―二九七。
（
（（）		 「宮下牧蔵訊問調書」一―四〇 。
（
（（）		 「加藤織平裁判言渡書」二― 五〇。
（
（（）		 「田代栄助訊問調書」一―三五。
（
（（）		 「金子艶吉訊問調書」二―九四九。
（
（（）		
同右、二―九五〇。
（
（（）		
一―三五三。
（
（（）		 「風布村宮下牧蔵訊問調書」一―四〇一。
（
（（）		 「大宮郷警察署在勤警部補坪山需経歴書」 ―四二〇。
（
（（）		
同右。
（
（0）		 「松山警察署長 部吉峰清履歴書」四―三六五～三六六
（
（（）		 「木村又吉訊問調書」二―四八〇～四八一。
（
（（）		 「山田嘉之吉訊問調書」二―五五四。
（
（（）		 「木戸為三訊問調書」二―三四三。
（
（（）		 「金子艶吉訊問調書」二―九五〇～九 一
（
（（）		 「宮下茂十郎裁判言渡書」一―四〇五。
（
（（）		 「宮下澤五郎訊問調書」一―三九 。
（
（（）		 「柳原政男ニ対スル参考調書・垣境角太郎 一 八三六。
（
（（）		 「坂本儀右衛門訊問調書」一―三六四。
（
（（）		 「新井周三郎訊問調書」二―九六八。
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